
別紙２

トップ事象 発生頻度 根拠

除雪機で後退中、使用者が転倒し、除
雪機の下敷きとなり死亡した

1.72E-05 1.72E-09

-
除雪機の下敷きにな
る

1.72E-08

-
クローラに巻き込ま
れる

------------------------------- 2.58E-06

- 除雪機を後退させる 1.00E-01 【推定値】作業時間の10%程度が後退

- 方向を変える -

- 倉庫へ搬入出 -

- 使用者が転倒する 7.04E-01 【推定値】年間除雪機使用中に転ぶ回数(回/年)

-
安全機能が作動しな
い

6.67E-02

-
デッドマンクラッチ
の無効化

6.67E-02
産総研報告書*1 より、高齢者15名中1名が安全機
能を無効にして作業した経験有り

-
デッドマン(オーガ)ク
ラッチを固定

-

- 意図的に取り外す -

-
デッドマンクラッチ
の固定禁止ラベル

1.00E+00 取扱説明・注意銘鈑:通常

-
故障を知っていて放
置

2.16E-05

- 安全機能が故障 1.00E-04 故障の発生確率は10FIT：10^(-4)

- 故障の放置 2.16E-01 違反率D*2

- 回避の失敗 5.50E-01 過誤率A*2

- 後進時の低速度化 1.00E-01 リスクの低減:最小

-
音声ガイドで後退時
のアナウンス

1.00E-01 警報:通常

-
後進地非常停止バー
（下部）

1.00E-01 安全装置・防護装置:通常

-
除雪機が後退しきら
ない

6.68E-02

ANDゲート：入力事象の全てが
生じる場合に、出力事象が生じ
る

ORゲート：入力事象のうちいず
れかが生じる場合に、出力事象
が生じる

NOTゲート：入力事象が生じな
い場合に出力事象が生じる

A 移行ゲートAとしてFTA：
巻き込まれで展開
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- 後方に壁面がある 6.67E-02 【推定値】後方に壁面がある確率

- 除雪機がスタック 1.00E-04 正常に作動しないと解釈し、10FIT：10^(-4)

-
クローラにひかれ防
止用カバーを装備

1.00E-01 安全装置・防護装置:最小

- 重い除雪機を使用 1.00E-01
350kgより重い機体でしか事故が確認できていな
いため、350kg以上の市場シェア

-
定期的な安全講習会
の開催

1.00E+00 取扱説明・注意銘鈑:通常

*1：令和４年度産業保安等技術基準策定調査研究等事業（高齢者向け製品の安全性規格等検討事業）報告書、p.44、r4̲koureisya̲tyousakennkyuu̲.pdf (meti.go.jp)
*2：ジェームズ・リーズン、組織事故、1999年、日科技連出版社、p.202-208
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トップ事象 発生頻度 根拠

除雪機を使用中、人がオーガに巻
き込まれて死亡した

2.24E-04 4.37E-09

- オーガに巻き込み 5.46E-06

使用者が受傷 2.86E-06

-
ひかれた後にオー
ガに全身が接触

1.02E-06

-
クローラに巻き込
まれる

------------------------------- 2.58E-06 FTA:ひかれより移行したゲートAを展開

-
除雪機が体の上を
通り過ぎる

7.88E-01

-
体が除雪機の後退
方向と平行に転倒

5.00E-01

-
除雪機が移動して
いない

1.84E-06

- 使用者要因 1.84E-04

- オーガに接触 2.76E-02

- 転倒（不意） 2.23E-02

- 投げ込み除雪 3.16E-01 【推定値】投げ込み除雪を行う割合

- 使用者が転倒する 7.04E-01 【推定値】年間除雪機使用中に転ぶ回数(回/年)

-
滑りにくい靴を履
き製品を使用

1.00E-01 安全装置・防護装置:最小

- 雪詰まりの除去 5.30E-03

-
排雪口に雪が詰
まっている

- 一度に大量に除雪 7.95E-02
使用者アンケート*4 より、年平均50回稼働で1回
につき0.58回雪詰まり

-
雪かき棒を使わな
い

6.67E-02
産総研報告書*1 より、高齢者15名中1名が安全機
能を無効にして作業した経験有り

-
安全機能が作動し
ない

6.67E-02

-
デッドマンクラッ
チの無効化

6.67E-02
産総研報告書*1 より、高齢者15名中1名が安全機
能を無効にして作業した経験有り

-
デッドマン（オー
ガ）クラッチの固定

-

- 意図的に取り外す -

-
デッドマンクラッチ
の固定禁止ラベル

1.00E+00 取扱説明・注意銘鈑:通常

-
故障を知っていて
放置

2.16E-05

- 安全機能が故障 1.00E-04 故障の発生確率は10FIT：10^(-4)

- 故障の放置 2.16E-01 違反率D*2

-
除雪機を稼働中に
前方にいる

1.00E-01 【推定値】作業時間の10%程度投げ込み除雪

- 使用者以外要因 2.76E-07

- オーガに接触 2.76E-02

ANDゲート：入力事象の全てが
生じる場合に、出力事象が生じ
る

ORゲート：入力事象のうちいず
れかが生じる場合に、出力事象
が生じる

NOTゲート：入力事象が生じな
い場合に出力事象が生じる

A
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- 転倒（不意） 2.23E-02

- 投げ込み除雪 3.16E-01 【推定値】投げ込み除雪を行う割合

- 転倒 7.04E-01 【推定値】年間除雪機使用中に転ぶ回数(回/年)

-
滑りにくい靴を履
き製品を使用

1.00E-01 安全装置・防護装置:最小

- 雪詰まりの除去 5.30E-03

-
排雪口に雪が詰
まっている

- 一度に大量に除雪 7.95E-02
使用者アンケート*4 より、年平均50回稼働で1回
につき0.58回雪詰まり

-
雪かき棒を使わな
い

6.67E-02
産総研報告書*1 より、高齢者15名中1名が安全機
能を無効にして作業した経験有り

-
エンジン・オーガ
が稼働したまま

-
クラッチ内部品の溶接
剥離による操作異常

1.00E-04 故障の発生確率は10FIT：10^(-4)

-
除雪機を稼働中に
前方にいる

1.00E-01 【推定値】作業時間の10%程度投げ込み除雪

-
対人センサで自動
停止

1.00E-02 リスクの低減:通常

- 使用者以外が受傷 2.60E-06

-
除雪機が移動して
いる

2.37E-04

- 使用者要因 - 周囲の確認不足 4.56E-01 違反率C*2

- 使用者以外要因 5.21E-04

-
他者が除雪機使用
中に近づく

1.14E-03
【推定値】日中に除雪機が使用されている確率*
日中に外出する確率/3

- 周囲の確認不足 4.56E-01 違反率C*2

-
除雪機が移動して
いない

2.25E-05

- 使用者要因 2.80E-02

- 安全機能の無効化 6.67E-02
産総研報告書*1 より、高齢者15名中1名が安全機
能を無効にして作業した経験有り

-
デッドマン（オー
ガ）クラッチの固定

-

- 意図的に取り外す -

-
周囲に人がいる状
況で使用を続ける

4.20E-01 違反率B*2

- 使用者以外要因 8.04E-04

- 転倒（不意） 7.04E-01 【推定値】年間除雪機使用中に転ぶ回数(回/年)

-
他者が除雪機使用
中に遭遇する

1.14E-03
【推定値】日中に除雪機が使用されている確率*
日中に外出する確率/3

-
対人センサで自動
停止

1.00E-02 リスクの低減:通常

- 致命傷を負う 8.00E-02
消費者庁報告書*3 より、除雪機に巻き込まれる
事故25件中2件で死亡
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- 回転部にガード 1.00E-02 リスクの低減:通常

-
定期的な安全講習
会の開催

1.00E+00 取扱説明・注意銘鈑:通常

*1：令和４年度産業保安等技術基準策定調査研究等事業（高齢者向け製品の安全性規格等検討事業）報告書、p.44、r4̲koureisya̲tyousakennkyuu̲.pdf (meti.go.jp)
*2：ジェームズ・リーズン、組織事故、1999年、日科技連出版社、p.202-208
*3：消費者安全調査委員会、歩行型ロータリ除雪機による事故、令和元年5月31日、p.3、https://www.caa.go.jp/policies/council/csic/report/report̲015/pdf/report̲015̲190531̲0001.pdfreport̲015̲190531̲0002.pdf (caa.go.jp)
*4：NITEが2024年1月31日に山形県新庄市、2月1日に同県東置賜郡で実施した除雪機の使用者アンケート
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トップ事象 発生頻度 根拠

除雪機で後退中、使用者が除雪機
と壁の間に挟まれて死亡した

2.60E-06 2.34E-09

-
壁に挟まれて押さ
れる

5.41E-06

- 除雪機で後退する 9.01E-02 【推定値】作業時間の10%程度が後退

- 意図した後退 9.00E-02 【推定値】後退の99%程度が意図した後退

-
除雪作業中の方向
転換

-

- 搬入出 -

- 意図しない後退 1.00E-04

- 故障 -

- ギアの入れ間違え -

- 始動制限 1.00E-02 リスクの低減:通常

-
危険が及ぶ場所で
も停止しない

9.00E-02

- 人的要因 9.00E-02 過誤率F*2

- 後方確認不足 -

- 操作エラー -

- 転倒する -

- 機械的要因 - 故障 1.00E-04 故障の発生確率は10FIT：10^(-4)

- 後方に壁面がある 6.67E-02 【推定値】後方に壁面がある確率

- 障害物 -

- 家屋・車庫 -

-
後進地非常停止
バー（上部）

1.00E-01 安全装置・防護装置:最小

ANDゲート：入力事象の全てが生
じる場合に、出力事象が生じる

ORゲート：入力事象のうちいずれ
かが生じる場合に、出力事象が生
じる

NOTゲート：入力事象が生じない
場合に出力事象が生じる
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- 後進時の低速度化 1.00E-01 リスクの低減:最小

-
安全機能が作動し
ない

9.67E-02

-
デッドマンクラッ
チの無効化

6.67E-02
産総研報告書*1より、高齢者15名中1名が安全機
能を無効にして作業した経験有り

-
デッドマン(オーガ)
クラッチを固定

-

- 意図的に取り外す -

-
身体等で固定され
る

3.00E-02 過誤率M*2

-
故障を知っていて
放置

2.16E-05

- 安全機能が故障 1.00E-04 故障の発生確率は10FIT：10^(-4)

- 故障の放置 2.16E-01 違反率D*2

- 身動きが取れない 4.48E-02

-
胸部以上が挟まれ
る

4.48E-01 【推定値】胸部以上が挟まれる割合*5

- 重い除雪機を使用 1.00E-01
350kgより重い機体でしか事故が確認できていな
いため、350kg以上の市場シェア(10%)

-
挟まれ検知後前進
する機構

1.00E-01 安全装置・防護装置:通常

-
定期的な安全講習
会の開催

1.00E+00 取扱説明・注意銘鈑:通常

*1：令和４年度産業保安等技術基準策定調査研究等事業（高齢者向け製品の安全性規格等検討事業）報告書、p.44、r4̲koureisya̲tyousakennkyuu̲.pdf (meti.go.jp)
*2：ジェームズ・リーズン、組織事故、1999年、日科技連出版社、p.202-208
*5：Lund & Browder図表から、首や頭を含む胸部以上が挟まれる確率を算出
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トップ事象 発生頻度 根拠

除雪作業中に雪が詰まり、ブロワが回った状態
で可動部に手を突っ込み指を切断した

3.39E-04 2.38E-09

- ブロワが回っている 6.67E-02

-
ブロワが動力で回っ
ている

-
エンジンが止まって
いない

- 安全機能の無効化 6.67E-02
産総研報告書*1 より、高齢者15名中1名が安全機
能を無効にして作業した経験有り

-
デッドマン(オーガ)ク
ラッチを固定

-

- 意図的に取り外す -

-
定期的な安全講習会
の開催

1.00E+00 取扱説明・注意銘鈑:通常

-
ブロワが惰性で回っ
ている

3.23E-06

-
エンジンが止まって
いる

9.33E-01 1-｢エンジンが止まっていない｣確率

- ブロワが回ったまま 3.46E-06

-
回る時間が規格値よ
り長い

4.56E-07

-
ブレーキパッドの摩
耗

1.00E-04 故障の発生確率は10FIT：10^(-4)

- 点検・整備不足 4.56E-01 違反率C*2

-
定期的なメンテナン
ス

1.00E-02 リスクの低減:通常

-
手を入れるタイミン
グが早い

3.00E-04 過誤率M*2

-
ブロワの停止時間を
短くする

1.00E-02 リスクの低減:通常

-
ブロワに手を突っ込
む

5.30E-08

-
排雪口に雪が詰まっ
ている

- 一度に大量に除雪 7.95E-02
使用者アンケート*4 より、年平均50回稼働で1回
につき0.58回雪詰まり

- 雪かき棒を使わない 6.67E-02
産総研報告書*1 より、高齢者15名中1名が安全機
能を無効にして作業した経験有り

-
雪詰まりを低減する
素材・構造

1.00E-02 リスクの低減:通常

-
ブロワに触れない構
造

1.00E-02 リスクの低減:通常

-
適切な方法で雪詰ま
りを解消する

1.00E-01 安全装置・防護装置:最小

-
定期的な安全講習会
の開催

1.00E+00 取扱説明・注意銘鈑:通常

- 重篤な被害 6.75E-01
消費者庁報告書*3 より、手を突っ込む事故40件
中27件が重傷

ANDゲート：入力事象の全てが生
じる場合に、出力事象が生じる

ORゲート：入力事象のうちいずれ
かが生じる場合に、出力事象が生
じる

NOTゲート：入力事象が生じない
場合に出力事象が生じる
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*1：令和４年度産業保安等技術基準策定調査研究等事業（高齢者向け製品の安全性規格等検討事業）報告書、p.44、r4̲koureisya̲tyousakennkyuu̲.pdf (meti.go.jp)
*2：ジェームズ・リーズン、組織事故、1999年、日科技連出版社、p.202-208
*3：消費者安全調査委員会、歩行型ロータリ除雪機による事故、令和元年5月31日、p.3、https://www.caa.go.jp/policies/council/csic/report/report̲015/pdf/report̲015̲190531̲0001.pdfreport̲015̲190531̲0002.pdf (caa.go.jp)
*4：NITEが2024年1月31日に山形県新庄市、2月1日に同県東置賜郡で実施した除雪機の使用者アンケート


